
 
 本校では、生徒、保護者、教職員等による学校評価を行っています。 
生徒自己評価は年４回、保護者の皆様には年２回のアンケート、教職員は、月ごとの総括、前者のアン

ケート結果も踏まえた年２回の自己評価を行っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他、学校全体についてのご意見もいただきました。 
 
 
 
 
 
 

～ 今後とも、山古志中学校へのご支援、ご協力をお願いいたします ～ 

○理解が不十分な生徒への具体的な支援を行います。 

その際、お家の方々からもご協力をお願いします。 

○昼休みや放課後、長期休業中の補充学習をより充実 

させます。 

○各教科の宿題とともに、自主学習の進め方について 

個別に支援をし、実践させます 

○生徒会主催の「挨拶・言葉づかい 

 週間」を２学期に設定します。 

○学級活動の時間に、各自の理想的 

 な生活リズム表を作成します。 

 

 

  ○「チャレンジウォーク３４プラス」を 

   目指して最後の調整中。 

  ○栄養教諭と連携し、体部会だより 

を作成し、「食」に関する指導を 

充実させます。 

  ○小・中で、元気アップ週間を設定 

   し、生活リズムの改善を図ります。

  ○体力テストの資料から、部活動内 

   でトレーニングを実施中。 

知 

徳 体 

話し合いや問題解決学習を行

っている。 

もっと、あいさつや正し

い言葉づかいが、できる

ようになってもらいた

い。 

保護者の声から 

夜ふかしや朝ねぼうをしてしま

うことがある。 

毎日、学年＋１０分の家庭

学習に努力をしなければな

らない。 

たより等から調和のとれ

た食生活を心がけよう。 

プラス思考で自己の向上を

めざしている。 

良い友達関係を築き、互いを

大切にする態度で接してい

る。 

理解が不十分な生徒に対して、有

効な補充学習が必要である。 

生徒の声から

子どもは、自分の体力を知り、積極的に体力

を高めているのだろうか。 

いろいろな技術・技能をもう少しもってもら

えるようにしてもらいたい。 

宿題を考えて出している教科もある

が、毎日出している教科もある。 

学校の学力は増しているが、それ以

外の知識はとぼしい子どもが多く

感じられる。 

学校内の事は親は分かりづらい。 


